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犠牛育成に要する乳汁

代用飼料の研究

数授井口賢

明数授 竺田村健太郎

助手 Illrft 谷俊雄

緒論

我園内地に於ける畜牛総数は最近の統計-によると 180高頭にして乳用牛

は共産~ 1 fiJJの18高頭で共内の搾乳牛は僅か11高頭 fZ:過ぎない。然るに牛乳

の需要は近年著しく増加し全国的に共不足を告ぐるの現況である。又脆脂

坑中のカゼインは塗料・糊着剤l或は他の重要工業に使用せられて居るが従

来主として輪入 IC仰いだのである O 殊に日支事鑓の勃護と共に之が需要は

軍需責‘材として急:i敢に増加lして来た。事援護生後の童文字は明かでないが失

i乙最近 5ヶ年聞のカゼインの轍入・圏内生産並に輪出量(11)を下表に示さう O

i輸入量(斤)I金額引園町(叫金額(図)I輸出量(斤)I金額l個)
oll手:07年 4，273，100 701，814 34，921 8，602 9，663 2，155 

8 5，961，000 1，567，042 42，450 10，950 2，191 780 

9 6，2'15，40J 2，494，849 110，173 34，233 30，112 8，ラ01

10 7，455，900 2，896，737 103，835 36，678 15792 5，263 

11 7，675，500 3，128，943 124，243 47，121 1男，729 5，263 
、

以上の童文字からカゼインは圏内生産の 70-80倍の轍入をして居ったとと

は明瞭である。事費後増産に努めでは居るが更に一段の工夫が必要で bる。

牛乳及肱脂乳は従来輯牛育成に必要昧くべからざる飼料で.共一般育成

には会乳を少くも 1ヶ月間叉脆脂乳は 3- 6ヶ月間給興ずるを常とするも

のである。故rc全圏的に之を見る時は鵠牛育成上 I乙要する共数量は英大な
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るものがある。我園に於て之が乳汁の代用飼料が賞用化せらるるに至らば

従来捜牛育成に用ひられたる脆脂乳はカゼイン採取原料に更に杢乳は飲用

に特又原料乳に縛向せしめ得るのである。概して園策遂行上将亦産業上梓

益する底極めて大なるものがあると云はねばならね。

従来欧米諸園主として米固に於て所謂 Calfmealを乳汁の代用飼料として

槙牛育成に利用せられつつあるも.共寅際の成績は強期の如くならざるの

みならや多くは脆脂乳粉を主要原料として居るものが多いので.上記の目

的達成上から見ると吾人の参考となるものは甚だ少い。

翻って我図に於ては勿論之が代用飼料の本格的研究は今日まで皆無で b

る。されば著者等は現今我国に於ける非常時に際舎し、畜産界に於ける重

要問題のーっとして本問題を研究する事は極めて緊急に麗し、且つ時期に

適したるととと信守る弐第である。

今従来欧米諸-園殊に合衆園 Il:於て研究せられたる脆脂粉乳を用ひない乳

汁代用飼料に関する主なる文献を見るに弐の如きものがある。

HUNZIJ{ER及 CALDWELL(6)は Jersey，Holstein及 Ayrshire種牡鰻を 10頭宛 3群

となし 6ヶ月間j育成試験を行った。即ち第 1群は封照群として生後 3週間

金乳を興へ 2- 3週間の内に脆脂乳と置換へ脱脂乳は 6ヶ月間給興した。

又濃厚飼料は引割燕萎と玉萄黍の混合及組飼料はアルフアルフア乾草。玉

萄黍エンシレージを輿へ?と。第 2群は全乳を 11週間興へ脱脂乳は全く給興

せやCalfmealは生後 7日目より給した。 Calfmealの配合は玉萄黍粉・亜麻仁

粕粉・小宴二番粉及血粉を何れも等量宛とし之を 7倍の 71<に薄めて興へた

のである。又第 3~洋は 5 週間全幸L を給し 2 週の始めより第 2 '1洋と同様の Calf

mealを給興し何れの群も 6ヶ月間育成した。而して之等護育;伏態を比較す

ると第 1tfc 2及第 3群のヱf均生時生臨量はそれぞれ 61.7，69.6及68.21bsで 6

ヶ月後の試験絡了時の生臨量は 282.8，244.1及 200.11bsとなって第 3群は最も

成績不良であった。向之等各詳の平均 1日の揖取飼料中乾物量は 4.46，4.15 

及3.4')lbsで粗蛋白質は 0.93，0，93及0.69lbsであった。

CAHH， Sl:>ITZEH， CALDWELL 及 ANDEHSO~(5)の研究によると Calfmealとして推

賞すべき配合致極例を示してゐる。即ち亜麻仁粕粉・大豆粕粉.*:il質粕粉・

小~粕粉及血粉の等量混合飼料又は玉萄黍粉・燕 l~ 粉及 AlfaIfa mealの等量
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混合叉亜麻仁粕粉・大豆粕粉・綿貫粕粉・小委粗粉の等量混合.叉玉笥黍

粉・豆腕仁粉・小要二呑粉及カゼインを 9:9:9:8の比に配合したものは乳

汁代用として共成績良好であると稿してゐる。

CALDWELJ，~4) は更に研究を進めて亜麻仁粕粉・ t1、萎二番粉・主笥黍粉及牛

血液を 1:1:1:41'C混合したもの或は来日妻粉・グルテンフィード・ ，1、要二番
粉及需要粉を 5:5:5:3の比に混合したもの等は何れも良好であると越ぺて

ゐる。又 RAGSDAU; 及 TUR~En. (9) は Calf meaIとして大豆秤粉・王笥黍粉・亜麻

仁粕粉を 4:1: 1の比に配したものを脆防空Lの代用として典'へた庭50日間の

試験で封照群に比し鰻重は 71%、穂高は70%の護育で又 Alfalfamealと玉萄

黍粉及大豆粕粉を 4:1: 1割合に混じたものを代用した底封照に比較して生

慢量は 60%，程高は 5ラ%1乞過ぎ友かったと述ぺてゐる。

SPI'rZER及CArm(10)は36頭の Holstein雑種牡瞭生後10-20日のものを用ひて.

140日間の試験に於て全試験期間金乳を持取したものは 1日 1頭千均1.91

lbs，股脂乳を興へたものは 1.731bs，Calf mealとして玉謁黍粉・亜麻仁粕粉・血

液を 8:1: 12の比に混合したものに 196の蒸熱骨粉を加へて興へた鹿 1日1

頭1.18lbsの増腫を示したと O 向杢試験期間中何れの試験群にも同量の玉萄

黍と燕萎を興へ更に放牧するか或はクロバー乾草を自由に嬬取せしめたの

である。

叉 McNA'1'-r{8)は12頭の積牛の生後 2- 3週のものを揃へ之を 3群 tr::分ち

第1群には Calfmealとして粉砕宝笥黍 20Ibs，小要二番粉 20Ibs，大豆粕粉 20lts，

亜麻仁粕粉 151bs、脱脂粉乳 24lbs、食盟 70zの混合又第 2群には玉萄黍 30Ibs、

小要二者粉 30Ibs，大豆粕粉 35Ibs，亜脱i仁本i粉 5Ibs，食堕 70zの混合給興更

に第 3群には玉萄黍粉 40Ibs，小{jf盤 35Ibs，大豆粕粉 151bs，亜麻仁粕粉101bs，

食盟 70zの配合を給興した庭第 3群の育成成績最良なりしと報じてゐる。

BRUCE (3)は生後 2週間は全乳弐の 2週間は股附乳それより Calfmealとし

て読豆制粉・亜麻仁粕粉の混合或は小宴盤・燕姿粉の混合。又は腕豆粉。

亜麻仁粕粉の混合.或は腕豆粉。腕貰粉等の混合を 13ー 15遇間興へて比較

育成試験を施行したが.大韓何れも 1頭 1日平均士宮腫量は 0.78-1.12Ibsであ

ったと報告した。

LINDSEY及 ARCHmALD(7) は 5 頭の HoIstein 牡積を 2 群I'C~別して Calf meaI 
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を生の催及煮たものの比較試験に於て大関相等しいが.前者の方が後者よ

りも幾分成績良好であったと述べてゐる。而して共 Calfmealの配合は燕萎

粉45分・脆脂粉乳20分・亜麻仁粕 10分・玉萄黍粉 4分・幸LI窮5分・ Alfalfameal 5 

分・腫化石友及食盟各々 0.5分の混合であった。

BENDEl{及BAfl'rLE'l"r(2)は生後30日迄杢乳を興へ以後市販の Calfmeal及Alfalfa

牧草を1'80日間興へて試験した庭生後60日で標準群に比し生睦量は 82.5%.

儒高は 101%を示し 180日で生隈量は 99%. 又開高は 100%となったと報

告してゐる。向試験期間中嬬取じた Calfmealの量は 713lbsであったと。

斯くの如く Calfmealに閲する試験は従来相営行はれてゐるが.共結果を

見ると多くは全乳及び脆脂宰Lを用ひて育成したものに比すると成績が不良

であるO 我園に於ての貰際問題として取扱ふ上に著者等は先づ自ら経験し

て共指針を睦得し且つ脱脂粉乳を全く使用せざるととを原則として、我園

i亡於て一般に使用せらるる各種飼料を材料とした坑汁代用飼射を考案せん

とする震に本質験を施行した次第である。

1本研究は 2ヶ年聞に亘って之を行ひ第 1年日は専ら乳汁代用飼料を給興

するととにより輯牛が果して如何程の程度迄に護育するか.又全乳或は耽

脂才Lを杢陵した時期の聴の消化器管の障害が如何なるものか.之が同復欣

態をも観察せんとしたもので所謂強備的試験である。更に槙牛育成に要し

た飼料中の柴養分の如何.或は共経済調査並に遅れたる護育は将来同復す

るや否や等の決定は第 2年目の寛験に譲る事とした。

本研究に要せし費用は専.ら三井報思舎の援助によったもので拾に記して

感謝の意を表する失第でるる。向ほ本試験の遂行 l亡営り北海道製酪販賀組

合聯合合、満洲大豆工業株式合枇並に賓年製油株式含mt等は駿牛の蒐集及

び大豆粕粉の調製に好意を寄せられた。此の機舎に御厚意を深謝じたい。

1.供試牡犠

第 l年目試験

A 試験方法

供試牡偵は主に北海道製酪販費組合聯合舎の斡旋によって Holstein牡輯18
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而して之等は何れも生後 8--: 23日目のもので共頭を取揃へたものである。

各々の日齢・試験開始日及営時の生鰻量を記すると次表の通りで bる。

表1 第

2日3 4E玉El 日 3匙E1 51 V 1937 10 17 21/V 1937 

2 20 41 12/V グ 11 17 34 211V IJ 

3 13 41 12/V グ 12 17 32 211 V 汐

4 14 35 19/V グ 13 18 32 211 V グ

5 10 37 191 V グ 14 18 48 日Ivrグ
6 8 40 1ヲIV IJ lラ 18 31 23/V グ

7 9 47 26/百グ 16 15 38 21/V グ

8 10 39 26!VI グ 17 15 34 21/V グ

9 10 35 26;VI グ 18 15 37 21/ V グ

量豊生
時
総
始関
日
強試
の

時
制番由貿

始
日
関験試

刻量飽生
時
齢
始関
日
験試
の

惨
宜恥現番由民

必
坊
BL

試 験期間2. 

18頭の牡積を 3頭宛 6i洋に分ち第 1群は主J照群とし第 2群以下は試験:詳

而して之等に学L汁代月j飼料を種 k 配合を費へて給興し共護育7!た態とした。

市して 1週毎に各試験期聞は賓験開始後20週間である。の比較を行った。

個韓の生膿量及鰐尺の測定を行った。韓尺測定箇所は害甲高・腫長・胸閏・

胸幅・腰角幅・胸深及臨幅の 7ケ所である。

飼養及管理3. 

乳汁代用飼料の組成並に配合割合a) 

穿L汁代用飼料の調製 Ir.用ひたる飼料は魚、粕・大豆粕(アルソ〉・血粉・玉

之等は何れも粉砕して儲を過して得ー萄黍・亜麻仁粕及燕萎の 6種であるo

向一般分析による化事成分は弐の通りである。たる粉末欣のものである。

炭酸石友の粉末(カルヂン)及家畜用盟を添加した。

分

13.8 

11.0 

13.8 

表2 第

飼 名 lZ221澱粉侵l粗附水宇干
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之等の飼料をmひて下の 4種類、の代用飼料を作り試験群に給興した。即
ち左の通りである。

第 3 表

五官~I No.l NO.4 11 向¥¥¥ 世田I No.l I No.2 I No.3 I No.4 

漁粕粉 3 3 。 O 2 2 2 2 

大豆粕粉 20 20 20 20 家畜用 E鍾

玉罰黍粉 30 30 30 30 

直腕i仁粕粉 16 16 16 16 皇自主I19.50 I 17.23 I 1附|15.76 
滅多粉 25 25 25 25 

血 粉 3 3 O 澱粉俣I67.60 I臼 28IωI 61.42 
上表の配合にはカゼインと最も近き性質を有して居る大豆粕蛋白質を利

用し且つピタミン A.v給源、として黄色玉萄黍を供用し、更に毛皮の光揮と

消化器調整を目的として亜麻仁粕をが)<'-.たのである。 fhjほ動物蛋白質即ち

魚粕粉及び血粉の護育に及ぼす影響を見ん事を考慮したのである。

b) 筑汁代貯飼料の試験群の割営

代用飼料ー第 1披は試験群第 2及 3群に興へ第 2披第 3~l 及第 4 践はそれ

ぞれ試験群 4，5及 6群に給興した。市して第 2及第 3群に興へた代用飼料

のみは水を加へて煮て糊AAとなし之を脱脂乳叉は水に混じてとかして興へ

他は何れも共粉欣の億水で若干潤ほして給興した。

c) 飼料給興法

第 1群は封限群で全乳及耽脂乳:を一般育成法に準じて興へ第 2及第 3群

には全学Lを生後より 21日迄叉脆脂乳は生後 8日目より 36日迄.股脂字L代用

飼料は第 1蹴で之を生後10日目より 90日迄の 81日間踊取せしめた。組飼料

として第 2群は青草を給し第 3群は乾草とした。.

第 4，5及 6群は杢乳を生後より 28日迄興へ股脂乳は杢〈給せや専ら代用

飼料のそれぞれ第 2，~及 4 放で育成した。共他一般濃厚飼料は生後 21 日目

より試験格了迄慮定の量を興へた。叉粗飼料は第 1及第 2群と同様青刈牧

草を'自由に撮取せしめたのである。

今各供試群に属せしめた槙?存続及各群の代用飼料割営番蹴を表記する事

とする。
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第 4 表

2 

3 

番強 I~用飼葉|粗間科闘粗料貌
飼用代

番競番噴群験試

詳細なる旬料給奥日表を示すと火の通り Pである。

第 5 表

第 1 群 く単位 kg)

制(日)I金乳 l段目旨乳|産自引号室 11一日)I金気 l股脂乳|宮島断言霊
3.60 一 一 29 2.03 7.10 0.10 

2 3.90 一 一 30 1.80 7.50 0.10 

3 4.20 一 一 31 1.60 7.80 0.10 

4 4.50 一 32 1.40 8.20 0.10 

ヲ 480 一 一 33 1.20 8.50 0.10 
自 自

6 5.10 一 一 34 0.80 8.80 0.10 

I ラ.言。 一 一 35 0.50 9.10 0.10 

8 5.70 一 一 36 一 9.10 0.10 

9 日.80 一 一 37 一 9.10 0.10 

10 5.90 一 38 9.10 0.10 

11 6.00 一 39 一 9.10 0.12 

12 6.10 .- 一 40 一 9.10 0.12 

13 6.30 一 由
41 9.10 0.12 自

14 6.40 0.50 一 42 一 9.10 0.12 

15 6.10 0.80 一 43 8.80 0.12 

16 5.80 1.0) 一 44 一 8.50 0.12 

17 5.50 1.20 一 45 一 8.20 0.12 

18 5.20 1.50 一 46 7.90 0.15 

1ヲ 5.0D 1.90 47 一 7.50 0.15 

20 4.8ヨ 2.30 一 48 一 7.10 0.15 

21 4.50 2.70 0.10 . 49 一 6.80 0.20 

22 4.20 3.40 0.10 50 一 6.40 0.20 

23 4.00 4.00 0.10 51 一 6.10 0.20 

24 3.70 4.50 0.10 52 一 5.80 0.30 

25 3.4D 5.00 0.10 53 一 5.50 0.30 

26 3.00 5.60 0.10 54 一 5.20 0.30 

27 2.60 6.20 0.10 55 一 4.80 0.30 

28 2.30 6.8ヨ 0.10 56 4.50 0.40 
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年制)I会乳|脱脂乳|産自書 l長引年齢州全乳|股目白LI酷|言霊
57 一 4.20 0.40 82 一 一 1.10 

58 一 4.00 0.40 83 一 一 1.10 

59 一 3.80 0.40 84 ーー 一 1.20 

60 一 3.60 0.40 85 一 一 1.20 

61 一 3.40 0.40 
白

86 一 1.20 
自

62 一 3.30 0.40 87 一 一 1.30 

63 一 3.20 0.50 88 一 一 1.30 

64 3.00 0.60 89 一 一 1.30 

65 一 2.80 0.60 90 一 1.30 

66 一 2.60 070 91 一 1.30 

67 一 2.40 070 92 一 130 

68 一 2.20 0.80 93 一 1.40 

69 2.00 0.80 由 94 一 一 1.40 由

70 一 1.80 0.90 95 一 1.40 

71 一 1.60 0.90 96 一 一 1.50 

72 一 1.40 090 97 一 一 1.50 

73 一 1.20 0.90 98 一 1.50 

74 一 1.00 090 99 一 一 1.60 
月

75 0.80 1.00 100-3占 1.60 

76 一 0.80 1.00 3~-4 一 一 1.70 

77 一 0.50 1.00 4 -4占 一 1.80 

78 0.50 1.00 4占-5 一 一 2.00 

79 一 0.50 1.00 5-乃 一 2.20 

80 一 O.与O 1.10 月一6 一 2.00 

81 一 一 1.10 

第 6 表

第 2群・第 3群 く単位 kg)

年猷u九乳|股肌|カー ?I混合i良|二番 11欄日)1金乳l股IIlifLIカー?.1混合i良|二番
I:F-C -t~ 1 ax. nBf~ 1ミール 11早飼料 l牧草 II'''F-脚 )I~ -t~ 1 孔|ミ F ル|岸飼料|牧草

3.60 一 1.00 一 一
2 3.90 一 白 10 1 -:l.50 1.50 0.05 一 自

3 4.20 一 一 11 4.10 2.00 0.06 

4 4.50 一 一 ーー 12 3.70 2.50 0.07 一
5 4.80 一 一 由 13 3.50 3.00 003 一 肉

6 5.10 一 一 一 14 3.20 3.30 0.10 一
7 5.50 一 一 15 3.00 3.60 0.13 一
8 5.20 0.50 一 一 16 0.15 一
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第 2群・第 3群 (恩位 kg)

年制作市阿h崎両日同日)l金乳|附LI ~二 ~I 繊同君
7

8

9

0

1

2

3

4

・
5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

F

フ

6

7

3

9

0

1

2

3

4

5

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

5

5

R

ノ

2.60 4.50 0.17 一 57 一 1.62 040 

2.30 5.00 0.20 58 1.59 0.40 

2.00 5.50 0.24 59 一 1.57 0.40 
1.20 5.80 0.27 一 60 一 一 1.50 0.40 
0.50 6.30 0.30 0.10 61 一 1.45 0.40 
6.80 0.33 010 62 1.43 0.40 

6.30 0.37 0.10 63 一 1.40 0.50 

5.90 0.40 0.10 64 一 1.30 O.eO 

5.50 0.43 0.10 65 一 1.20 0.1:'0 
白 自

5.00 0.45 0.10 66 一 1.20 0.70 

4.50 0，47 0.10 67 一 一 110 0.70 
400 050 0，10 68 一 110 0.80 
3.60 0.52 010 69 一 一 1.00 0.80 

3.00 0.55 010 70 一 090 0.90 

2.50 057 0.10 7I 0.90 0.90 

2.00 060 010 72 0.80 0.90 

1.70 0.62 010 73 一 080 0.90 

1.50 0.63 010 74 一 070 0.90 

1.00 0.65 010 75 0.70 100 

0;0 068 0.10 76 060 1.00 

073 010 77 一 0.60 100 

080 0.10 78 一 050 1.00 

一 0.90 0.12 79 0.50 100 

110 012 80 0.40 1.I0 

一 1.20 o 12 由 81 一 0.40 1.10 出

1.30 012 82 030 1.10 

一 1.40 012 83 030 110 

一 1.45 012 81 020 1三O

一 1.55 012 85 020 1.20 

一 160 015 86 一 010 120 

一 1.70 0.15 87 一 010 120 

一 175 0.15 88 0.10 1.20 

1.80 0.20 89 0.05 1.30 

一 1.75 0.20 90 一 005 1.30 

一 1.75 0:'0 91 一 1.30 

一 1.75 030 92 一 1.30 

一 1.70 0.30 93 一 1.40 

1.70 0.30 94 一 一 1.40 

1.70 0.30 95 140 

一 1.65 0.40 96 1.40 可6
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年齢(日)1金

表7 第

〔単位 kg)第 4群・第 5群・第 6 '1洋

番
1!f 
~P" 

3.60 一 一 一 30 一 0.55 0.10 
2 3.90 一 一 31 一 一 0.57 0.10 
3 4.20 一 32 一 0.60 0，10 
4 4.50 33 一 062 010 
日 4.80 一 34 063 010 

6 5.10 一 一 一 35 一 065 0.10 
7 5.50 自

36 一 068 010 自

8 5.70 一 一 37 0.73 010 

9 5.80 一 38 一 一 080 0.10 
IO 5.90 0.05 一 39 090 012 

II 6.00 0.06 40 1.10 0.12 

12 5.90 007 41 1.20 012 

I3 5.80 003 42 一 1.30 012 

14 I う.70 0.10 43 一 1.40 012 

15 5.40 013 44 一 一 1.45 012 

16 5.0J 015 一 45 一 1.55 012 
17 4.80 一 0.17 46 一 1.60 0.15 
18 4.50 0.20 一 47 一 一 1.70 015 

19 4.20 0.24 一 43 一 一 175 0.15 
20 3.90 027 49 一 1.80 0.20 

21 3.70 0.30 0.10 50 一 一 1.75 0.20 
22 3.40 0.33 0.10 

IB 
51 1.75 0.20 

出

一 一
23 2.iO -. 037 0.10 52 一 一 1.i0 0.30 

24 2.10 0.40 010 53 一 1.70 0.30 

25 1.50 一. 0.43 0.10 54 1.70' 0.30 

26 1.00 0.45 0.10 5ラ 一 一 1.70 0.30 
27 0.80 一 0.47 010 56 一 1.65 0.40 
28 0.50 一 050 0.10 57 一 一 1.62 0.40 
29 一 一 052 0.10 58 一 一 159 0.40 
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三五;;fiF房副EJ(22512到|千平(日同脱脂乳|仁川開!日
59 一 一 1.57 0.40 83 一 0.30 1.10 

60 1 ~O 0.40 84 0.20 1.20 

61 一 一 1.45 0.40 85 一 0:0 1.20 

62 一一. H3 0.40 86 一 0.10 1.20 
63 一 140 050 87 一 0.10 1.20 
64 '一 1.30 0.60 自 83 一 0.10 1.20 自

6ラ 120 060 89 一 0.0:5 1.3) 
66 一 1.20 070 90 003 1.30 

67 一 一 1.10 070 91 1.30 

68 一 1.10 0.80 92 1.30 

69 一 一 100 0.80 93 1.40 

70 一 一 090 0.90 94 一 1.40 

71 一 一 090 OSO 95 一 一 1.40 

72 ー 0.80 0.90 96 一 一 1.40 

73 一 080 090 97 150 

74 - I 070 0.90 98 一 1.50 

7ラ 一 100 111 99 一 1.60 出

76 0.60 1.00 1100-3 月 1.60 

77 一 0.60 100 3~-4 一 1.70 

78 O.ラ) 1.00 ! 4 -4~ 一 一 180 
79 一 100 4~-5 一 2.00 

80 一 - I 040 1.10 ， 5一月 2.20 

81 1.10 l月-6 2.00 

82 1.10 

前述の如く第 2及第 3群は粗飼料以外の飼料は全く同ーであるが之は青

草と乾草を粗飼料として興へた場合共護育上の比較を試験せん話である。

乾草給興群は又戸外の運動をも 1liIJ限し青草は全く興へぬ椋にした。

d) 一般管理

試験牡噴は各々 3頭宛 6~洋何れも 8.6x2.ïm の連績 6 f同の濁房に入れ 2人

の牧夫をして之を管理せしめ又積牛舎の北側に接して運動場を設け晴天の

日には共庭に放ったω fnl青草は毎日青刈友行 u..赤クロパー或はオーチヤー

ドの青草を自 rhIC充分揖取せしめたのである。

B 試験結果

各試験群の全試験期間 (20週)I亡於ける 1頭平均の 1週間毎 l亡測定したる



12 農場綜別報告第八披

慎重・陣尺の増加i寅教を表示すると次の通りである。

第 8 表

試験開始時より終了時迄の 1週毎の各群 1頭

千均鰐軍:・鰐尺増加貫教 (kg.cm) 

第 1 群 (3顕平均〉

年蝋週作鰻量l館長|胸悶|馨甲高|胸深(胸版I)}~ jr:J腕(蹴締
O 。 O O O O O 。 O 

4.7 2.8 3.ラ 2.5 2.5 0.8 1.2 1.5 

2 10.7 4.8 6.5 3.8 3.1 1.6 1.8 1.7 

3 15.7 7.5 105 5.7 4.3 2.2 2.8 2目3

4 21.3 _ 10.8 13.2 6.7 5.5 3.0 3.2 3.7 

5 26.7 12.8 14.7 7.8 6.2 3.3 3.8 4.7 

6 29.7 13.0 17.0 9.1 7.2 3.7 4.7 4.7 

7 36.7 15.8 20.3 11.3 7.2 3.9 5.0 5.0 

8 40.0 16.2 21.5 11.2 8.7 4.2 5.5 ラ.3

9 44.7 19.0 22.7 12.5 9.0 日O 日.2 55 

10 48.7 20.7 23.5 13.2 9.3 5.8 5.3 5.7 

11 55.3 22.8 26.3 14.2 10.2 6.2 6.0 6.3 

12 55.3 23.2 26.7 14.7 10.6 6.5 6.8 6.7 

13 603 23.8 29.0 lラ.8 11.4 6.8 7.7 7.0 

14 64.7 24.8 32.2 17.2 12.3 7.2 8.3 7.3 

15 73.0 27.5 33.8 18.2 12.6 7.5 8.5 7.8 

16 78.0 28.7 36.5 18.8 13.6 8.1 9.2 8.2 

17 83.7 31.0 37.7 200 14.6 8.8 9.8 8.ち

18 92.7 32.8 38.7 208 lラ3 9.3 10.0 9.0 

19 103.3 35.3 40.8 21.9 15.3 9.7 10.3 9.3 

20 103.7 3雪3 42.5 22.6 16.1 9.8 11.3 9.7 

年蝋週|生自i桟長|胸悶|引高|胸深|胸順[腰角川股幅
。 O 。 。 O O O O O 

6.3 1.2 4.8 0.5 1.5 1.2 0.7 0.8 

2 100 3.7 5.8 1.9 2.2 2.2 1.3 1.8 

3 12.7 6.3 7.5 3.5 2.3 2.3 1.7 2.0 

4 15.7 70 9.3 4.8 2.4 2.1 2.0 2.3 

5 17.0 7.3 12.3 5.3 2.8 2.5 2.5 2.5 

6 22.3 8.7 13目8 6.0 3.8 2.8 7.5 2.3 

7 24.7 12.5 14.2 7.3 4.9 3.4 28 2.5 
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叩 )1生自|飽長|胸間|馨甲高|胸深 l胸眠|腰角帽|臨脳
8 27.0 13.5 5.7 8.2 5，0 3.7 3.0 2:8 

9 300 13.8 7.3 8.8 5.7 3.8 4.0 3.5 

10 37.7 lラ5 9.0 9.0 7.0 4.0 4.3 4.2 

11 38.0 16.7 208 103 7.8 4.0 5.5 4.8 

12 42.7 18.8 21.8 10.7 8.0 4.5 5.8 4.7 

13 SO.3 22.3 250 12.0 8.6 4.9 6.2 4.8 

14 53.7 23.2 26.7 12.7 8.4 5.2 6.8 5.3 

15 61.3 24.8 28.5 14.3 8.2 5.8 7.7 6.0 

16 65.3 25.7 30.3 14.6 9.7 6.5 8.2 6."1 

17 72.3 26.8 32.2 16.7 10.3 7.4 8.7 7.7 

18 72.7 27.2 33.8 17.0 106 7.9 9.0 7.7 

19 84.0 29.8 36.2 18.3 122 7.8 9.3 7.8 

20 84.7 307 38.2 18.7 12.9 8.3 9.8 8.3 

第 3 群 (3頭平均〉

年猷週同量|鶴長|胸図!警甲高|胸深|胸腕|腹開l蹴倒
O O O O O O O 。 。

03 0.2 0.3 0.8 01 0.7 0.2 0.7 

2 4.3 3.8 1.3 1.4 10 0.8 05 1.0 

3 6.0 4.ラ 2‘7 2.4 1.9 1.2 1.0 1.0 

4 9.7 5.5 3.8 3.5 2.5 1.6 1.7 1.3 

F 11.7 4.2 7.ラ 3.7 2.8 1.8 2.5 2.3 

6 12.3 7.3 9.2 3.8 4.5 3.5 2.5 2.3 

7 16.3 8.8 9.7 5.4 4.1 4.0 2.8 2.3 

8 19.7 103 102 6.2 4.4 3.9 3.0 2.3 

9 23.3 12.7 11.3 6.5 4.9 4.2 3.2 2.3 

10 260 13.0 13.0 6.7 5.2 4.7 3.5 2.7 

11 27.3 14.8 14.5 8.2 5.9 55 3.8 3.0 

12 33.7 17.0 15.8 8.5 7.0 60 4.3 3.3 

13 37.3 18.7 16.7 9.2 7.5 6.5 4.5 3.7 

14 400 18.0 18.0 9.8 6.9 6.7 5.0 3.7 

lラ 41.0 17.5 200 9.4 7.8 7.2 5.3 3.8 

16 380 18.5 19.3 9.3 8.3 7.4 5.8 3.7 

17 37.7 ~0.7 19.7 10.2 8.2 7.6 6.0 3.8 

18 40.3 19.2 21.8 10.5 88 7.6 6.0 3.8 

19 44.7 200 23.3 11.4 8.5 8.3 6.0 3.8 

20 51.7 21.7 24.2 111 8.8 8.2 6.5 4.2 
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第 4 群 (2 iiJi千均〕

柑(沼同宣|館長[胸間|等甲高|胸深l胸眠Ig:l'i fiJ眠[脇師
O O 。 。 O 。 O O O 

l 5.0 1.3 3.0 0.5 0.7 0.6 05 1.3 

2 7.5 3.8 4.3 0，5 0.4 0.9 1.3 1.5 

3 80 3.3 5.0 1.8 0.9 1.1 1.0 1.3 

4 9.5 60 5.5 1.5 2.2 1.4 1.3 2.3 

5 13.5 5.8 8.3 2.3 2.6 1.4 1.8 2.0 

6 14.5 7.3 8.7 3.3 2.9 1.7 1.8 2.5 

7 16.5 7.0 103 55 2.6 2.1 1.8 2.0 

8 19.0 9.0 11.2 4.8 3.8 3.1 1.8 2.5 

9 22.5 8.8 13.0 5.9 3.8 3.2 1.8 2.5 

10 23.0 10.8 14.0 6.3 4.5 3.1 2.0 2.8 

11 27.5 12.5 15.3 6.9 5.2 4.1 2.5 3.3 

12 30.5 13.0 16.3 7.6 5.6 3.7 3.5 33 

13 33.0 15.0 18.0 8.1 6.1 4.7 ラ.8 3.5 

14 35.5 15.3 18.5 8.4 7.5 うi 45 40 

15 39.5 18.3 20.5 9.3 7.0 5.6 5.0 4.0 

16 43.0 19.8 21.8 11.3 7.8 6.3 5.3 4.5 

17 49.0 ~O ヲ 24亨 11.6 8.4 6.9 ラ.8 4.8 

18 550 22.8 258 12.9 9.7 7.4 6.3 50 

19 570 23.3 2o.3 13.3 9.7 7.5 7.0 5.8 

20 58.0 24.3 27.8 14.0 9.9 7.6 7.5 6.0 

第 G '1洋 (2j頁平均〕

年鈴、週同量|慢長|胸悶|箸甲高|胸深|胸胴|服fld.v.1脆版
O O O O O O O O O 

3.0 1.5 2.8 05 0.2 0.5 05 0.5 

2 3.5 1.3 O.ラ 1.0 0.9 1.0 0.3 。
3 6.0 2.8 2.0 2.3 0.2 1.4 0.5 0.5 

4 55 4.7 1.3 2.4 0.2 0.8 0.8 1.3 

5 5.5 5.3 2.0 2.5 0.6 0.9 1.0 0.5 

6 100 5.5 5.5 3.3 0.5 1.5 1.3 0.7 

7 105 6.5 7.5 35 1.7 2.0 1.3 1.0 

8 11.0 75 6.0 43 2.7 2.5 1.0 1.0 

9 12.5 8.8 7.0 4.3 3.0 2.5 1.3 1.5 

10 145 8.5 8.8 5，0 3.2 2.3 1.5 1.7 

11 '.8.0 8.3 9.8 5.6 3.6 3.8 2.3 2.0 

12 21.5 10.8 12.3 7.3 4.2 39 3.3 2.5 

13 26.0 13.0 13.3 7.8 4.4 4.0 3目8 2.8 
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年齢週)|生日|飽長|胸 国|箸甲高 l胸 深 IB~ 版 l腰角腕|臆 崎

14 300 15.5 15.5 7.9 4.8 4.7 4.8 3.0 

15 360 18.3 17.0 9.3 5.4 4.8 50 3.8 

16 41.0 19.8 19.7 10.3 7.2 5.4 5.5 3.8 

17 43.0 210 21.3 11.6 7.8 5・2 5.8 40 

18 480 23.5 23.5 12.9 8.2 6.1 6.3 4.8 

19 57.0 24.5 250 13.8 8.8 6.9 7.0 5.0 

20 60.0 25.8 255 14.0 9.1 7.0 7.5 5.5 

試験質施中試験砕第 4第 5及第 6群中に消化不良の結果茜しき下痢を起

して衰弱し逢に同復に至らす3鍔死するに至った。今各群の死亡積番披及共

死亡週間を表記するとと Lする。

第 9 表

掛
例番持

寸捜群験試
試験開始後
死亡週間

A
守

に

ノ

ζ
J
r
コ
r
o

'
a
q
3
4・
r
フ

fo

l

l

i

-

-

7

4

n

U

7

4

q

J

0

0

 

以上の寅験成績を取纏め全試験明間終了時に於ける各群 1頭平均の瞳重

及び間尺の増加l貫教を比較すると次の通りである。

第 10 表

群験試 2 3 i魯4 6 
寺舎

生. 飽 量 kg 103.7 84.7 51.7 58.0 600 114.5 

飽 長 c皿 35.3 30.7 21.7 24.3 25.8 36.7 

目白 園グ 42.5 38.2 24.2 27.8 25.雪 42.3 

箸 中 高グ 22.6 18.7 11.1 14.0 14.0 23.3 

係j 深グ 16.1 12.9 8.8 9.9 9.1 

目白 出Mグ 9.8 8.3 8.2 7.6 7.0 11.6 

~ 1~ 品守グ 11.3 9.8 6.5 7.5 7.5 11.6 

院 臨Iグ 9.7 8.3 4.2 6.0 5.5 11.0 

共 IC之等の成績をー居比較し易からしむる震に本撃第二農場 IC於けるホ

持標準と lt第二農場に於げる純粋ヰ'1:慌の標準愛育(札幌農林撃合報第105披sR有I六年九月号室行令参照〉
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Jレスタイン牡噴の瞳重・間尺を何れも 100とせる場合本試験に於ける封照

群及各代月j飼料試験群の之等に封ずる比例を求むる事とする。即下表の如

くである。(%)

第 11 表

2 3 4 6 準

庄三 飽 量 90.6 77.5 45.2 50.7 52.4 100 

飽 長 96.2 83.7 51.1 66.2 70.3 100 

H勾 国 1005 90.3 57.2 65.7 60.3 100 

署量 叩 高 97.0 80.3 47.6 60.1 60.1 100 

胸 制 84.5 71.6 60.7 65.5 60.3 100 

勝 角 脳 97.4 84.5 56.0 64.7 64.7 100 

臆 申1M 88.2 75.5 38.2 54.5 ~O 0 100 

又各試験群中の各試験輯牛の賞験中に於ける杢乳・耽脂乳及代用飼料給

興期間並に共掃取量を表記すると次の通りになる。

第 12 表

全 字L 院 sli 乳 1¥; 用 飼 料
試験群 羽番競

期 量 期 量 期 量

日 kg 日 k" 日 kg 

13 28.3 58 311.3 

2 16 41.8 61 319.7 

3 23 82.1 67 326.6 

4 8 17.6 23 91.8 77 6372 

2 日 12 33.4 27 1008 81 65.52 

6 14 43.4 29 102.5 81 65.52 

7 13 38.2 28 JOl.8 81 65.52 

3 8 12 33.4 27 IOJ.8 81 65.52 

9 12 33.4 27 1008 81 65.52 

JO 14 33.1 74 64.84 
4 

12 14 33.1 74 64.84 

17 16 43.5 一 76 65.21 
6 

18 16 43.5 一 76 65.21 

上記の表中:U~ 4 l洋及:uc6排中の試験懐中各々 1頭宛又第 5群は 3頭共質

験宇にして籍死したるを以て之を除外した。
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c綿括
以上の寅験結果より之を総括するに封照群は最も護育良好にして杢ての

測定部位は優れ略 Holstein牡簡の標準護育に近きも多少劣れるを知る。封

照群にヨたで護育の良好なのは第 2群であって封照群の 8G-90%の護育を示

してゐる。然るに第 3，4及 6群に其成績極めて不良にして殊に第 4第 6昨

中には 1頭宛又第 5群の如きは共寅験中 3頭共全部消化不良を起し下痢の

烏消化器の疾患に躍り衰弱籍死を見るに至ったのである。之が原因は第 4，

5及 6群には脆脂乳は全た〈給興せす=金字Lに次で直ちに代用飼料を給しし

かも生の憧興へた震である。叉第 3群は第 2群と同様に全乳の外に肱11片乳

は興へられたが組飼料は杢たく乾専のみで戸外運動を行はしめなかったの

にaJるものと思はれるのであるO 第 2群が他の試験群に比較して良好なの

は肱防乳を短期間なりとも興へた事と代用飼料は一度煮て糊欣となし消化

し易からしめた局であろう o

さを試験期間中特に全学L:或は脆/J旨乳の全楼期に代用飼料に置換へられ之に

慣れる迄に泊化不良を呈し茜だしさは共同復を見る能はやして死亡するに

至ったものもある。故に代用飼料にて育成する際は生後 1ヶ月前後の lJJtIl日

乳或は全乳を節約した場合或は全く之等を給興せざる時期を注意し代川倒

料に慣らし殊 i乙排出糞{更に留意しつつ共給興量をも加減し徐々に栄養を取

らしむる事が肝要である。勿論代用飼料は一度煮て糊欣となし 1日の給興

問主主も生後 1-3ヶ月の問は 4-5同とし又共温度に注意し臨温と略同ー

となして興ふる様にせねばならぬ。かくして其蟹換期に於ては一時護育中

止或は減退は止むを得ざるものであるが次第に代用飼料i乙慣れて柴詫も同

復するに至れば護育も増加するに至るものである。

本試験に於て得た賞験結果より代月j飼料に闘する一般智識は次の通りで

ある。

幸L汁代用餌料にて輯牛を育成するには全乳は 2週間、脱脂乳は 1ヶ月聞

は奥へ代用飼料は生後10日目位より極めて少量宛輿へ始め常に糊欣 i乙煮て

股時乳又は湯で融かし睦温に温めて興へ、共姶輿i司教は 1日4- 5 [IJ]とし

て徐々に之が飼料に慢らす様に努め.殊 i乙枕tl旨
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注意を要し消化不良に陥らぬ様せねばならぬ。かくして之に慣れれば共量

を増加して護育の遅れたるを同復に務むべきである。

向ほ注意すべきは 1-2群(魚、粕群〉は 4-6群(血粉1}'f)に比して成績の

良好なととである。此原因は恐らく肥料用の血粉を用ひたので品質組惑で

あった矯めであろう O

日 第2年目試験

A 試験方法

生後約 1週間を経過した Holstein雑種牡掠18頭を揃へ之を 3頭宛 6群に

分ち 6種の異なる飼料配合の乳汁代用飼料を同一AA態の下に給興し試験開

始後20週間育成を行ひ各試験群の護育吠態を比較研究し、何れの代用飼料

群が最も良好なる成績を示せるやを検した。

本試験に於ては成る可〈試験を多からしむる矯めに封照群としては本撃

第二農場の HoIstein牡槙の標準護育曲線及共育成法を参考としたのである。

試験訴は何れも金字Lを生後直ちに給興し始め I週後に最高5.5kgとしそれ

より次第に減じて 2週間で全躍した。叉脆脂乳は生後 8日目より給民し始

め最高量は生後22日目に 6.8kgとし生後30日迄23日間j興へた。

乳汁代J1-J飼料は生後10日目より給興し始め次第に共量を士宮して生後49日

目IC最高1.8kgとなし以後次第に減じて生後90日迄81日間興へた。

一般濃厚飼料としての乾燥穀物は日本配合飼料株式合枇配合の輯育成用

飼料で生後22日目より O.lkgより興へ始め次第に共量を増して試験開始後20

週間興へ最高 2kgとした。共他O粗飼料としては青刈赤グロパーを主とし

て生後 14 日[~[より自由に掛取せしめたのである。而して 1 週毎に供試般の

生随量及臨尺(署甲高・胸深・胸囲・胸幅・煙長・ 1克服及腰角幅)をiJW5E 

した。

向伺nの経済調査を行なひ代用飼料試験群の生後より試験格了迄の飼料

費を算出し、各t'I'の比較は勿論更に標準育成法による経済調査を行なひ.

之が設育成簡と共 IC共飼料費の比較研究を行ったので bる。

三えに全試験期間の20週を経過した直後より更に 4ヶ月間合計して生後 9
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ヶ月間、乳汁代用飼料試験群 4，5及 6群中より各々 1頭宛 3頭を稽鎖育成

し共間増飼育成を極力行って濃厚飼料を 1日5kg迄に増加する事により本

場 IZ:於ける標準琵育-){J¥態に岡復し得るや否やを検した。叉同時に共t(c2 ?7( 

試験期の飼料費をも合せて調査し標準育成法による飼料費との比較を行つ

たのでるる。

1.供試牡積

供試牡輯は何れも Holstein雑種で札幌近郊の農家より也接購入したもの

である。而して特に健康に注意し消化器の故障の無きものを用ひた。今 6

つの各試験群に入れた之等牡輔の番蹴・生年月日を記すると下表の様であ

る。

t(c 13 去

試験群!日披|生年月日 l償番披|生年月日 11阿波 I!F. &j!刀日

12/IV 1938 4 22IIV 1933 7 24/IV 19'38 

2 2 18.IV !/ 5 20.IV !/ 8 24/IV " 
3 3 19/1V グ 6 24/1V " 9 27/IV " 
4 10 3/V !/ 16 15/V1 グ 17 19/V1 グ

5 II 8/V グ 14 30: V グ 18 19/VI !/ 

6 12 18/ y' グ 13 23/ V グ 15 8/V1 グ

叉各試験訴中の供試輯牛の質験問始及共時の生臆量を表示すると次の通

りである。

第 14 表

青香貌|資験開始日|生鵠量 1噴番競 l質検開始[)I生強量

18/IV 1938 
kg 

42 10 14/V 1938 
4』gEd 

2 27， IV グ 47 II 14/V !/ 38 

3 27IIV グ 42 12 28/V !/ 37 

4 271IV グ 43 13 30lV グ 45 

日 28/IV グ 49 14 6/VI !/ 44 

6 30:IV 11 46 15 15;VI I! 38 

7 30/IV .グ 44 16 20 v1 グ 46 

B 30:IV " 4'1 17 25/百 グ 37 

9 2/ V " 42 18 27/VI " 44 
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2. 飼養及管理

本質験に用ひた代用飼料は第 1年目試験に用ひたものの外に小要二番粉

を加lへ下記の如き飼料を粉砕して簡にかけ G極の配合を作ったのであるO

今之等各乳汁代用飼料の配合割合を表記す。

a) 乳汁代用飼料の配合割合

で_______:f'Jf1飼料番町I，~ I 
問料¥~¥¥!

m. 粕
大 立 事自 おf
(~翌年撒粕〕

玉 局 黍粉

亜麻仁粕粉

持Z 喜雰 務f

小参二番粉

血 *'r 
カ Pレ ゲ 〉〆

家 子与 用 臨

第 15 表〔重量%)

2 3 4 

3 3 

20 30 35 20 

30 40 35 30 

16 20 17 16 

25 7 10 

25 

3 3 

2 2 2 2 

ラ 6 

30 35 

40 35 

20 17 

7 10 

2 2 

次 I亡之等各種の代用飼料の柴養分を示すと左の通りである。

b) 乳汁代用飼料の柴養分

第 16 表

¥¥¥持養石
代用飼料J 可i山白笈 百J消化脂肪 i殿 1Yi 促 可消化蛋白質

の，0〆
4F0 .1I 

% 
19.52 67.61 3.46 

2 19.99 4.21 70.69 4.45 

3 21.19 3.94 7003 3.30 

4 19.92 3.41 70.56 3.54 

5 20.10 4.01 71，52 3.56 

6 21.35 3.66 71 21 3.33 

是笥;の代用飼料のi殴粉慣/可消化蛋白質は 3.30-4.4ラ平均 3.G1である。此

童文は大腿全乳(4.45)及耽)J旨芋L(2.00)の中聞になる様配合したのである。

尚代用飼料の生産債格を車位重量 100kgに封するものとして算出すると

下の如くである。
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c) 乳汁代用飼料の皐位債格(デ〕

第 17 表

2 3 4 5 6 

13.11 13 0) 15.49 13.74 13.99 

以上の債格の算出基礎は使用飼料の最近時債(昭和14年 5月)によったも

ので左の通りである。(単位 100kgヂ〉

第 18 表

償名切干
盟
小
・飼 償名料飼格 使名官

半
-
w干飼格 格

会 乳 12.00 |大豆柏 1400 粉 25.00 

股 目旨 乳 3.00 玉萄黍 1200 yレ ゲ 〉〆 l雪.00

積育成問濃厚飼料 12.00 15.00 1家 寄 用 趨 4.00 

育 草・ 050 燕 善彦 1100 

第. 2000 (小多二番粉 2000 

但し上表の債格中には粉体料を含まない。

d) 飼料給興法

乳汁代用飼料は第 1年目試験に於て行った試験群の内の第 2群と同様に

糊欣に一度煮て之を肱脂乳又は湯に溶かして鯉温 tc温めて 1日に 4-5同

に分興した。今全試験期間中の各群の毎日の飼料去を示すと次の通りであ

'る。 falほ封照群たるべき本皐第二農場に於ける純粋 HoIstein品種牡輔の飼

料給興量をも参考の矯め表出しゃう。(単位 kg)

第 19 表

年齢(日作乳 l 統制 I~ 二 ~I 議長 l?Yli 年齢(日作乳 l 股日間 l ロ|詰寄|????
l 3.6 8 日2 O.雪 一
2 3.9 一 一 自 9 4.8 1.0 一 一 白

3 4.2 一 一 10 4.5 1.5 005 

4 4.5 一 一 11 4.1 2.0 006 一
5 4.8 一 一 12 3.7 2.5 007 一
6 5.1 

由
13 3.5 3.0 008 一

由
一 一

7 男.5 一 一 14 3.2 3.3 010 一
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年蝋日仏乳|附111乳!ヵ-=:" I濃厚 l予f';{IJグ 11州刷会乳|股)肌|カー?， I浪厚i前 IJグ
I.:t. -:tL IlVt"，m-fL Iミー Yレi嗣料|ロパー 11."-1-wUJ¥1-I/1 x: -tL I /j}t../JU-tL I云-)レ|飼料|口パー

15 30 3.6 0.13 57 一 一 1.62 0-40 
16 2.8 4.0 015 58 一 1.59 0.40 

17 2.6 4.5 017 一 59 一 一 1.57 0.40 
18 23 5.0 0.20 』司 60 ー- 1.50 0.40 

19 2.0 5.5 024 一 61 1.45 0.40 

20 1.2 5.8 027 62 一 一 1.43 0，';0 
21 0.5 6.3 030 63 一 1.40 0.;0 

22 一 6.8 033 010 自 64 1.30 0.60 自

23 6.3 0.37 0.10 65 一 一 1.20 060 
24 ー. 5.9 040 010 66 1.20 0.10 

25 5.5 043 0.10 67 一 一 1.10 0.70 
26 一 5.0 0.45 0.10 68 1.10 0.80 

27 4.0 0.47 0.10 69 1.00 0.80 

28 3.0 0.;0 010 70 0.90 090 

29 一 2.0 0.52 010 71 一 0<;0 0.90 

30 1.0 0.55 010 72 一 一 0.80 oso 
31 一 一 057 0.10 73 一 0.80 0.90 
32 一 0.60 010 74 一 070 0.90 
33 一 062 0.10 75 0.70 100 

34 一 063 0.10 76 一 0.60 1.00 
35 一 一 0.65 010 77 060 1.00 

36 一 一 063 010 78 一 0.50 1.00 

37 一 073 0.10 79 一 0.':0 100 

38 一 O.EO 0:0 80 一 一 0.40 1.10 
39 一 0.90 0.12 81 一 0.40 1.10 
40 一 1.10 012 82 0.30 1.10 

41 一 1.20 0.12 rli 83 一 030 1.10 向

42 一 1.30 0.12 84 一 020 1.20 
43 一 1.40 0.12 85 一 020 1.20 

44 一 1.45 O.JL 86 010 1.20 

45 一 1.55 012 87 010 1.20 

46 1.60 0.15 88 一 0.10 1.20 
47 一 一 1.70 0.15 89 005 1.30 

48 一 1.75 015 90 005 130 

49 一 1.80 020 91 1.30 

':0 一 1.75 0.20 92 1.30 

51 { 一 1.75 020 93-96 一 一 一 1.40 
52 一 一 1.75 0.30 97-98 一 1.;0 

53 一 一 1.70 030 99-105 一 1.60 

54 一 一 1.70 0.30 106 120 一 一 1.70 
55 一 一 1.70 0.30 121戸 135 -ーー 1.80 

56 一 一 1.65 040 136140 一 一 200 
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第 20 表

ホんスタイン飼料給奥量 (第二農場) (kg) 

年齢(日)1全乳!脱脂乳|濃厚|乾草 11年齢(口)1金乳|刷旨乳|濃厚| 草
¥PI 1 = ，fL 1 IJ，(.n"n 1飼料| 平 11 "t- 1iIIJl¥"'} 1 = ，fL 1 IJ>t.'Ja -tL 1同科| 平

生時一 7 6.3 一 一 71-90 一 10.8 1.5 1.2 

8-14 7.2 一 91ー105 一 9.0 2.0 1.5 

15ー 21 7.2 一 一 105-120 一 8.1 2.4 2.0 

22-28 8.1 。目2 0.2 121-135 一 7.2 2.8 20 

29-35 7.2 1.8 0.3 0.3 136-150 5.4 3.0 25 

36-42 5.4 3.6 05 . 05 151-165 一 2.7 3.1 30 

43-49 3.6 5.4 0.6 0.7 166-180 一 1.3 3.2 3.5 

50-56 1.8 7.2 08 0.9 181-210 一 3.3 4.0 

日7-63 0.9 8.1 1.0 1.0 211-':'240 一 一 3.5 4.0 

64-70 90 1.2 1.1 

さえに本年度試験格了後更に行へる士宮飼育成試験とも云ふべき試験の方法

を述べゃう。

即ち試験開始後20週迄に於て 6種の乳汁代用飼料の育成成績を比較した

後直ちに第 4，5及 6試験群中より 1頭宛計 3頭を撰出して生後 9ヶ月迄の

増飼育成により共給興濃厚飼料を増加し共遮れたる護育が果して標準護育

に到達し得るものなりやを見たのである。即ち此朋聞に於ける飼料給興表

を示すと弐の如くである。向参考の震標準設育'1洋の 1頭 1日平均の飼料表

をも示さう。

第 21 表

股 11旨字L代用飼料群 千票 準 飼 養 君手
給興期間

濃厚飼料|苛
給興期間

濃厚飼料|背下? 草

日 k!< 9K5O 2 日 3k.g l 9kg O 生後141-165 35 151-165 

166ー 180 4.2 10.5 166ー180 3.2 10.5 

181-240 5.0 120 131-2くO 3.3 12.0 

241-270 5.5 13.0 241-270 3.4 13.0 

c) 一般管理法

本年度の試験に用ひた韓牛の一般管理法は第 1年度に於ける場合と全く

同ーにして 2人の牧夫をして懇切に取扱はしめ手入・給水・運動等は定分

行はしめた。輯牛を収容した輯牛合も前年度のものを月jひたのである。
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B 試験結果

1. 第 1次試験結果

査試験期間の 20週間中に於ける 6種の配合を異にする乳汁代用飼料給興

による輯牛護育比較試験成績を取纏め 1頭平均の臨重・瞳尺の増加を 1週

毎に測定したるものを掲ぐると次の通りである。

年剛山
O 。
I 3.0 

2 6.3 

3 11.0 

4 12.0 

5 13.3 

6 15.7 

7 19.7 

8 22.0 

9 26.3 

10 29.0 

11 33.3 

12 39.0 

13 41.3 

14 50.0 

! 日 52.0 

16 58.0 

17 6つ.3

18 63.0 

19 66.0 

20 66.7 

第 22 表

試験開始時より絡了時迄の 1週毎各群

1頭王子均値重量増加l貫教 くkg.cm) 

第 1 群 (3頭平均〕

O O O O O 

2.3 1.0 0.8 0.5 0.5 

3.7 3.3 2.2 1.8 0.8 

4.7 5.3 4.7 2.5 1.5 

5.2 6.7 5.5 2.8 2.0 

57 7.7 6.2 3.2 2.5 

5.8 11.3 6.2 3.5 30 

60 11.3 6.7 3.8 3.3 

6.3 11.7 6.8 4.7 4.3 

7.0 14.0 8.2 5.5 5.2 

9.7 14.7 8.8 6.3 5‘3 

10.7 17.3 9.2 8.0 5.5 

12.7 180 9.5 8.5 5.8 

13.0 19.7 10.5 9.5 6.0 

17.7 22.7 11.7 100 6.0 

180 22.7 12.7 10.2 6目2

200 240 12.8 10.7 6.7 

21.0 25.0 17.5 11.0 6.8 

21.7 26.7 18.0 11.5 6目8

22.0 28.7 18.2 11.8 7.2 

23.0 30.3 18.2 13.2 7.3 

O O 

05 0.8 

0.7 1.0 

08 1.3 

1.2 1.5 

1.3 1.5 

1.5 1.7 

2.0 1.7 

2.2 1.8 

2.7 2.2 

3.3 2.7 

4.2 3.3 

5.0 3.7 

ラ.7 3.8 

5.8 4.3 

60 4.3 

6.7 4.3 

70 4.7 

7.3 5.0 

7.3 5.5 

7.3 5.8 
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年賦週1生飽量 It! li I胸 園|馨甲高 l胸深l胸組In要f1lI[J，~ I慌制
O O O O O O 。 O 。

2.0 1.2 0.8 1.5 1.5 0.7 0.5 0.8 

2 7，7 3.2 3.7 3.8 1.8 0.8 0.8 1.0 

3 11.0 5.8 53 5.0 2.0 08 1.5 1.0 

4 13.3 5.5 7.0 5.2 2.5 1.2 1.7 10 

5 14.0 5.8 80 5.3 3.5 2.2 2.0 1.0 

6 16.7 6.5 10.3 6.3 3.5 3.0 2.3 1.2 

7 18.7 8.2 11.3 6.7 4.2 3.7 2.5 1.7 

8 22.7 8.8 12.3 7.ヲ 5.3 3.8 30 2.0 

9 27.3 10.2 14.3 8.0 5.7 4.5 3.3 2.0 

10 33.7 12.2 16.3 9.3 6.2 5.0 4.5 2.8 

11 38.7 15.5 16.7 10.7 7.2 50 5.2 3.7 

12 42.3 16.2 19.7 11.2 9.2 5.3 6.3 4.0 

13 45.3 17.8 207 12.2 9.2 60 6.8 4.ラ

14 日20 20.2 227 12.7 9.2 6.0 7.3 4.5 

15 56.7 20.2 24.3 13.7 9.7 6.3 7.5 5.0 

16 63.0 20.8 27.0 14.3 9.8 6.7 8‘2 5.5 

17 66.7 23.8 27.0 15.7 10.3 6.7 8，2 5.5 

18 67.7 26.5 29.7 16.5 11.5 6.8 8.7 5.7 

19 69.3 27.2 29.3 17.7 120 7.2 9.2 6.0 

20 70.7 29.8 ~OO 19.7 138 7.3 9.2 6.7 

年航週1生健量r;ム[胸 闘!tlqJri6j胸深l一「腹…|股阪
。 。 。 O 。 。 O 。 O 

4.0 1.3 1.0 1.2 1.2 0.8 0.5 0.7 

2 9.3 3.8 4.7 1.8 1.8 1.0 05 1.2 

3 10.0 4.5 5.3 2.5 2.7 1.2 0.8 1.3 

4 11.0 5.5 6.0 2.8 2.7 1.3 1.0 1.3 

5 13.0 6.8 8.3 3.2 3.0 2.8 1.3 1.3 

6 15.3 6.8 9.7 4.5 3.5 3.2 1.7 1.5 

7 18.3 7.2 107 5.2 4.0 3.3 2.2 1.7 
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年蝋週山霊 l鵠長l胸国|箸甲高 l胸深l胸傾l腹角帽 l臨臨
8 19.0 7.2 11.3 5.8 4.2 3.8 2.3 2.2 

9 25.3 7.2 12.7 7.7 4.2 4.2 3.0 2.5 

10 29.3 9.0 14.7 7.8 4.8 4.3 3.8 2.7 

32.3 11.0 16.0 8.8 6.8 4.7 4.2 3.2 

12 36.3 13.3 18.3 9.7 8.2 5.2 5.2 3.8 

13 41.7 15.3 20.0 9.5 8.7 5.5 5.7 4.2 

14 43.3 18.3 22.3 11.2 8.7 5.5 6.5 4.5 

15 53.0 19.7 23.7 12.2 8.7 6.0 6.7 4.5 

16 57.0 20.7 24.7 12.5 9.5 6.2 7.0 4.7 

17 58.3 21.3 26.0 13.5 9.8 6.2 7.7 5.0 

18 64.0 22.3 27.7 14.5 11.2 6.5 8.0 5.2 

19 63.7 23.7 28.7 14.5 13.0 7.2 80 5.7 

20 66.7 24.3 29τ7 15.7 13.5 7.2 8.3 6.5 

年醐い飽量 i健長l胸図|馨甲高 l胸深l胸幅i腰角脳|院腿
O O O O O O 。 O O 

0.3 1.0 1.7 1.5 1.5 07 0.5 0.3 

2 2.7 3.0 2.7 2.0 1.5 0.3 2.8 1.2 

3 9.7 4.3 5.7 2.ラ 2.2 1.8 1.5 1.7 

4 10.0 60 7.0 2.8 2.7 2.0 1.7 1.7 

5 11.7 5.7 7.0 3.2 3.3 2.3 2.0 1.8 

6 15.3 7.0 8.7 3.8 3.5 2.8 2.3 2.0 

7 17.0 7.7 10.0 4.0 3.8 2.8 2.3 2.3 

8 19.0 8.3 11.3 5.0 5.2 3.2 3.0 25 

9 21.7 9.0 12.7 5.7 5.2 3.3 3.8 2.7 

10 23.3 10.7 13.7 5.7 6.0 3.5 4.2 2.7 

11 26.3 120 14.3 5.7 6.0 35 4.5 2.8 

12 31.3 13.7 16.3 6.7 7.2 40 4.8 3.2 

13 32.7 15.0 17.7 8.0 7.5 45 55 3.2 

14 36.7 15.7 21.0 8.7 8.0 5.2 60 3.7 

15 44.7 17.0 22.7 10.0 8.3 5.3 6.2 4.0 

16 47.3 18.0 24.3 11.3 9.5 5.7 6.3 4.2 
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年齢叫
17 480 21.0 24.3 11.3 9.9 ラー7 6.8 4.7 

18 51.3 21.0 27.0 13.3 11.7 6.0 7.2 5.7 

19 57.3 22.7 28.3 14.7 12.3 65 8.0 5.8 

20 66.7 25.7 310 16.0 13.3 6.7 8.5 6.3 

年猷週1生健量l健長l胸.閏l馨甲高!胸 深 l胸 胴 In~ :flJ縮l股 腕

O O O O O O O 。 。
3.3 2.3 1.7 1.5 O.吊 0.5 0.5 0.5 

2 5.3 3.0 2.0 2.3 1.2 0.8 1.0 0.8 

3 8.0 50 3.7 3.8 2.0 1.2 1.3 1.2 

4 8.3 53 4.7 4.5 3.2 1.7 1.5 1.7 

5 12.0 6.0 6.7 4.7 3.7 1.8 2.2 1.8 

6 15.7 7.0 7.3 5.3 4.2 2.0 2.8 2.3 

7 20.0 9.3 9.7 6.2 4.7 2.3 3.2 2.5 

8 24.7 9.7 110 7.2 5.7 2.3 3.7 2.8 

9 27.0 11.3 12.3 8.2 6.2 2.8 4.3 30 

10 29.3 11.9 14.7 90 7.3 3.2 4.7 3.2 

11 31.7 13.7 16.3 9.5 7.3 3.5 5.0 3.3 

12 37.0 15.3 170 105 7.5 3.ラ 5.7 3.8 

13 42.0 167 :0.7 10.2 78 3.5 5.8 4.0 

14 42.3 17.0 21.7 105 7.9 3.6 6.3 4.3 

15 45.7 18.0 23.0 1 j.5 9.0 40 6.7 4.5 

16 48.7 19.7 24.7 12.8 10.0 4.8 70 4.7 

17 52.3 20.3 24.7 13.8 103 5.0 7.5 5.2 

18 55.7 23.0 26.7 14.0 10.3 50 80 6.0 

19 63.0 24.0 280 15.8 11.3 5.7 8.3 6.2 

20 68.7 26.0 28.7 l雪.8 12.0 60 9.3 6.7 
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第 6 群 (3顕平均〉

年猷週同輩l飽長|胸園|署甲高l胸深l胸腕l腰角蹴|臆踊
O O O O O O O 。 O 

I 3.3 0，7 1.7 0.8 1.0 1.3 02 0.3 

2 5.3 1.7 2.3 1.2 1.3 1.3 0.5 0.5 

3 7.7 3.7 3.0 1.7 2.0 1.8 1.0 1.0 

4 10.3 4.0 4.0 3.0 2.3 2.2 1.2 1.3 
f 4・

5 12.3 5.0 6.7 4.0 3.8 32 1.8 I:l 

6 17.0 7.7 9.0 4.5 4.2 3ラ 20 25 

7 25.3 8.7 11.7 6.0 5.5 3.7 3目。 2.7 

8 25.6 9.0 12.7 6.5 6.2 3.9 3.8 3.0 

9 27.3 10.7 14目。 7.0 6.3 4.3 4.2 3.2 

10 34.7 130 15.7 7.8 6.8 50 4.7 3.5 

II 36.3 153 16.3 8.5 7.8 ヲ2 5.5 3.8 

12 39.3 16.7 18.7 10.8 7.9 55 6.3 4.0 

13 44.3 16.9 200 11.0 88 5.7 6.7 4.0 

14 48.3 18.7 22.3 11.2 9.2 62 7.0 4.5 . 
15 49.9 200 233 11.5 10.5 65 7.3 5.5 

16 57.3 21.0 25.7 122 10.8 7.3 8.2 5.8 
， 

17 61.0 21.7 27.3 13.8 11.3 82 85 6.2 

18 64.0 23.7 29.3 16.2 115 82 9.3 6.7 

19 68.7 250 29.9 17.2 12.0 8.3 9.3 6.8 

20 780 27.3 31.7 17.8 13.3 8.3 102 7.7 

2. 憎飼育成結果

第 13た試験を試験開始後20週にて格了したる直後第 4，5及 6群中より各

1顕宛即ち No.10，No.11及 No.12の 3頭を此の試験に用ひたのである。悶i

ち第 1次試験終了後引槙き 4ヶ月即ち生後 9ヶ月 (38週〕迄の士宮飼育成によ

る試験群の 1頭平均の護育促進成績を表示する時は弐の通りである。向比

較参考の話.本製農場に於ける Holstein牡輔の生後より 9ヶ月迄の聞に於

ける 1ヶ月毎の鰻重・臨尺の増加寅敷をも掲ぐるとととす。
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叩)1生間|館長 l胸間|箸甲高 11 叫)j生髄|飽長 l胸図 l箸甲高

kg cm c.n cm kg cm cm 
生後7日 O O O O 24 95.0 300 38.3 22.3 

4 12.0 3.0 

8 23.7 7.7 

12 45.7 [6.0 

16 21.3 

20 81.3 253 

8.0 

13.0 

21.7 

23.3 

350 

50 23 

70 32 

120 34 
( 8 &-月〕

14.7 36 

18.7 38 

第 2ι 表

標準護育増加賞数

126.0 400 47.3 26.7 

163.0 440 57.0 30.7 

[77.8 48.0 620 34.7 

191.8 52.7 67.0 36.0 

20).3 58.0 68.7 37.7 

年制)j生髄 l飽長 l胸戸 l豆一l一月)I生間 l健長i胸園|署甲高
kg cm crn 

1 14kg ラ
cm cm cm 

生 時 O O O O 5 36.7 423 23.3 

I 209 9.4 11.5 6.1 6 137.7 41.8 48.4 268 

2 43.0 18.9 20.9 95 8 173.2 48.9 55.7 31.1 

3 69.7 26.6 300 9 192.0 52.4 60.ヲ 33.3 

c考察
以上の質験結果より先づ第一次試験成績として 6種の異なる配合よりな

る筑汁代用飼料にて育成せる各群の 1頭平均試験開始後20週後に於ける生

樫量及鰭尺増加量を表出すると下表の様である。 (kg.cm)

第 25 表

伊 ZI--lーで三]
I 667 I 23 0 I 30.3 I 182 ¥ 13.2 ¥ 7.3 I 7・3 5.8 

2 707 29.8 300 19.7 13.8 7.3 9.2 6・7

3 66.7 24.3 29.7 15.7 1.35 1. 7.2 8.3 6.5 

4 6'3.7 25.7 31.0 160 13.3 6.7 85 63 

5 63.7 260 2ヨ7 15.8 12.0 6.0 9.3 6.7 

6 78.0 27.3 31.7 17.8 13.3 8.3 10.2 7.7 

準緩I114.9 I 367 I 42.3 m ー 11.6 11:6 11.0 
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以上の増加l寅敷を見易すからしめんが矯に標準愛育を基準としての 100

分率を示す時は下表の通りである。(%)

第 26 表

2吋|生飽量|館長l胸国|箸甲高 l胸深i胸臨I~'l'.[ fid瓜|股制
58.1 62.7 71.6 78.1 一 629 62.9 52.7 

2 61.5 81.2 709 84.6 一 62.9 79.3 60.9 

3 58.1 66.2 702 67.4 一 62.1 71.6 59.1 

4 59.8 700 73.3 63.7 一 57.8 73.3 57.3 . 
5 59.8 70.8 67.9 67.8 ラ1.7 80.2 60.9 

6 67.9 74.4 74.9 76.4 71.6 87.9 700 

干禁 i(i1. 100 100 100 100 一 100 100 100 

之等各試験群の貫験開始時に於ける 3頭平均の生樫量は次去に示すもの

であった。

第 27 表

試 験 2 3 4 予 6 1倖

44.7 44.7 43.3 43.7 42.0 400 425 

即ち第25表に見るが如〈試験格了時に於ける各試験群の生腫量の増加は

それぞれ 66.7kg，70.7kg， 66.7kg， 66. 7kg， 68. 7kg及 78.0kgであって第 6'群は最も護

育良好で弐は第 21洋であるが他の試験群は何れも尋問様の結果を示した。

共他臨尺測定結果を見ても矢張第 6i洋最も良好である事を認めるのである。

教に注意すべきは動物飼料を配合した第 1及び第 4群の成績よりも植物性

飼料のみを用ひたる第 G群及第 2訴の成践の良好なととである。

翻て之等代用飼料による育成結果を本態農場の Holstein牡輯生後 5ヶ月

(試験群 IC用ひた牡債と罫同一月齢)に於ける標準設育に比較する時は生

睦量に於ては標準増臨 114.5kgに封して暮60ー 70%の殻育士骨髄に相営し共成

績佳良でない。向第 1年自に於ける試験結果に比較する時は全乳及股 fJ旨乳

共に本年度に於ける育成試験の場合よりも長期給興の第 2群の代用飼料育

成群の同一試験期末の 84.7kgよりも 6.7kgの減少ではあるが他の第 3，4及 6

群の何れよりも謹に良好である。叉町t脂学Lを全く給興せざる生後40目前後
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の健康w¥態は代用飼料のみの詩一時護育が停止するかの如〈認むるも本年

度は特に注意して消化器の故障に眠らざる様管理せし需に比較的成積良好

であった。生後 2ヶ月頃に至らば善く代用飼料に慣れ弐第に-順調なる護育

に向ったのである。 よって所・定の育成期間を経過した 20週後より 3頭丈特

別に増飼育成法を行ひ向ふ 4ヶ月間試験を櫨績して見た庭前記第 23表の如

き成績を示した。即ち代用飼料群と錐も生後 5ヶ月より濃厚飼料を増して

極力護育を促進せしめる時は生後 8ヶ月にして既に標準護育に達し更に此

方法を稽績して 9ヶ月迄には標準護育を遥かに凌駕するに至ったのである。

即ち 8ヶ月日には試験群の平均士宮腫量は 177.8kgであるに封し標準護育の場

合の増韓量は li3.2kgで他の臆尺も何れも優れてをるが今回の貰験に於ては

生後 8ヶ月にて同等の護育に建したものと認めるので bる。叉生後 9ヶ月

後には試験群は平均 209.3kgであるに封して標準護育は 192.0kgで他の臨尺増

加l貫教も亦何れも優ってをった。

三たに乳汁代用飼料育成群の飼料費を標準育成費用と比較研究すると次の

通りで bる。即ち各試験群の全試験期聞に於て揺取飼料量並に共飼料債格

更に各群の lkg士宮鰹に要した皐位飼料費を表出するときたの如くである。

第 28 表 (kg. ~) 

¥試験-工_1 2 I一三_1 4 1 5 I一三一|王土
飼手干誼|同盟!償絡|重量|附l重量!糊l重量!同重量l慨|重量|備
会乳 I7503! 9001 75001 9.001 75001 9031 75001 9.00! 75.001 '9.001 75.001 9.0山|o 9 03' 75.00' 9.00: 75.00'9.00 75.00: 9.00 332.901 

山~~::I r) FJ O~ (vJ ~.:] 00 ，，，) ~:J ~~.:] ~-:] ~:.:J ~.:] ~:.:] ~.:] ~~~'~J 
股脂乳 18800: 2.64: 8300 26引 8800 2.641 88.00: 2.641 叩「・ 8800: 2.64196720: 

代Jfl飼料 165倒 8.69i6563[ 8.60[ 65631 8 591臼63110.171臼ベ 8汽65.631… -， ー
引.5914.35: 119.591 14.3ラ111959:14.35 119.591 14.35.215.20 

I ~~A] -~J ~~~ J -A] ~~~J -~-] ~~~] -~'] ~A~] -~'] ~~~] -~'] =，~] 
青草 1520001260.52000， 2.601520.00; 2.601520.001 2.601520.001 2.6J; 520.001 

I--~ ~~j -~~I--~ ~~I -'~~I /-~'~~I -~~I /-~.~~I -'~~I~I -'~~I /-~'~~I -'~~I /-~ ~~I 

合計I-卜7.231 十7.191 卜7.181 卜8)61 十37.411 卜7.771 -197.39 
本飼料費の計算に営り代用飼料群 i乙給興した全乳は生後約 1週間目より

賞際に於ては給興したのであるが標準育成は生後よりの杢乳給民より起算

したるが故に比較便宜上底定の育成法による生後直後より給興したものと

して計・算をした。

次に各試験詳の 1頭平均の全試験期間中 IZ::於ける増臆量及単位増躍に要
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した飼料費を掲げやうo (kg. Sen) 

第 29 表

試験務|手間協 試験終了時の平均生践量
飽量

平均 1日
増強量

Ikg増飽に要
ぜし飼料提

44.7 111.4 66.7 0.476 55.92 

2 46.7 117.4 70.7 0.505 52.63 

3 43.3 1100 66.7 0.476 55.77 

4 43.7 1104 66.7 0.476 5815 

5 420 110.7 68.7 0.491 5448 

6 40.0 118.0 78.0 0551 48.42 

4泉 i魯 42.5 151.4 114.9 0.766 84.73 

向参考の簡に乳汁代用飼料試験群並びに標準設育群の生後30日目より始

まり罫 1ヶ月置に 20週間の試験期間中の青平等の以外の揖取濃厚飼料の柴

養分を相互に比較を行ふと次のま[1くである。

第 30 表

乳汁代用飼料群の揖取濃厚飼料 (kg)

代 用 闘 料 i農 厚 嗣 Fト メ日お、 計
生後日

給奥量 1:可蛋消白化質 I澱粉侭 給興量 1lHJ171イιI澱粉償 IlT i宵化 Ii殿粉俊蛋白質 主誌自質

30 0.6 0.12 0.42 0.1 001 006 013 048 

60 1.5 030 1.05 0.4 004 02ラ 034 1.30 

90 0.05 OO[ 004 1.3 0.[4 08[ 015 085 

120 一 一 一 1.7 0.[9 1.05 0.19 10ラ

140 一 一 2.0 0.22 1.25 022 1.24 

以上の外に粗飼料として青刈クロパーを自由に掃取せしむ。

第 31 表

標準護育群(1<g)

会 乳 股 11旨 乳 i!l 厚 飼料 l日k 言f
生後日

給輿萱|可消化i澱粉償 給奥量I!!消化1i殿粉償 給輿量I可iwrヒli殿粉償 可消化 Ii殿粉限
室長自質 議自主主 選自質 蛋白'f!(

30 7.2 022 1.66 1.8 0.06 0.[8 0.3 003 0.19 0.31 203 

60 09 003 02[ 8 [ 024 08[ 1.0 0.[1 0.62 0.38 1.64 

90 一 一 一 10.8 032 1.08 1.5 0[7 0.93 0.49 2.01 
120 一 一 8.1 024 0.8[ 2.4 0.26 1.49 0.50 2.30' 

140 一 一 一 5.4 0[6 0.51 3.0 0.33 1.86 0.49 2.40 
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以上の外青草或は雑草を自由に嬬取せしめた。

即ち粗飼料以外の濃厚飼料の柴養債として可消化蛋白質及び澱粉債は乳

汁代用飼料群に於ては生後30日頃より生後 3ヶ月頃迄は肱脂乳を杢然給興

せぬ震に柴養分の著しき不足と共に消化器闘の故障を慮れて共給興飼料量

を制限せざるを得ざる欣態であった矯. 揖取柴養分は標準設育群に比較し

て遥かに何れの時期に於ても僅少であった事は止むを得ないのであるι

然し全試験期間の 20週を経過した援引績き代用飼料試験群の内よ り3頭

増給育成を行った結果第23表に示す如く生後 8ヶ月にして標準育成結果に

建し 9ヶ月にはー居良好なる成績を示ずに至ったのである。 今之等試験結

果を取纏めて生後 8ヶ月迄の標準護育成績との比較及之に要した飼料費を

計・算し、更に 9ヶ月後に於ける護育をも標準と比較するときたの通りであるO

試

4雲

1良

H}t 

円=量三F

メFちS、

験 1J:~ 

準

第 32 

生後日ヶ月試J.l..'-;~ 0 ~_ J;I.;...:; 
| 生後8ヶ月守是l

験開始時の~ ¥ ~-';.~~:~~ 
均生健量!の収l生鐙量i

kg kg 

122.3 218.8 

157.4 215.7 

第 33 

表

位

kg 

965 

53.3 

表

量|占V主l
kg 

097 

0.61 

1 kg噌憾に
要ぜし飼料貸

~1l 

61.73 

71.86 

試験開始〈生後 5ヶ月〉より生後 8ヶ月迄の代附飼料試験群

及標準設育群との消費飼料及共債格の比較

一一一一一一一一ー一一一一一一一

試

重 量|使 量|償 格

厚 飼
k!( 

料 450ラ 5406 292kF 拝 351 O 7V 

)j旨 字L 58.0 1.74 

草 11025 5.51 1012.5 5.06 

計 59.57 41.90 

即ち代用飼料試験若干は生後 5ヶmtc於ては千均生躍量、僅か122.3kgであっ

たものが 3ヶ月間の士宮飼育成によって 218.8kgとなり標準護育生惜量である

215.7kg以上に増躍した。 依って雨者は生後 8ヶ月にして喜同ーの護育に到

建したものとして共間に要した飼料費を計算する時は第28表 IC示す知〈第

4， 5及 6併の平均として乳汁代用飼料試験群は生後 147日fljJの飼料提は千
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均 1頭37.98闘で標準群は 97.39闘である。然るにそれより 3ヶ月聞の間の飼

料費は上表に見る通り試験群では 59.57困で合計生後より 8ヶ月迄の飼料費

は97.55岡となる。又一方標準設育群では平均飼料費は5ヶ月迄と更にそれよ

り8ヶ月迄の41.90闘を加ふる時は 139.29回 bなる故に結局共差は31.74闘と

なり代用飼料試験群は生後 5ヶ月迄は共増植護育は標準の 60-70%に過ぎ

ないが 3ヶ月聞の増飼育成により標準以上の護育に迄促進せしめらるるの

みならや共合計伺料費は 1頭平均じて 31.74闘の節約をなしうるのである。

勿論之等計算は概算ではるるが兎に角良好なる成績と云はねばならね。

D 結論

1. 乳汁代用飼料として各種飼料の配合割合中で大豆粕35分・玉笥黍粉

35分・亜麻仁粕粉17分・小宴二番粉10分を配合し更に茨酸石炭粉末(カル

グン)2分及家畜用堕 1分の重量比例にて混合したものを一旦煮沸して興へ

たものが比較的育成成績良好である。動物質飼料の加用は必要がない。

2. 筑汁代用飼料は生後10日目より 0.1kg位より給興し始め生後49日目に

最高U，kgとした。給興期は生後90日迄81日間である。
3. 輯牛育成に要した杢乳は生後直後より 2週間又肱 JJ旨乳は生後 8日目

より 30日迄の 23日間給興した。

4. 聞して護育に及ぼす成績は試験開始後20週後に於ける生陸量及腫尺

の増加l割合は標準護育増躍の 60ー 70%であって第一年目の成績に比して不

成績であった。

5. 然し乍ら生後 5ヶ月頃より増飼育成を行ふ事により 1日に濃厚飼料

を 5kgまで増加lして極力護育を促進せしむる時は生後 8ヶ月にして一般標

準迄に充分同復しうるのであるO

6. 乳汁代用飼料の柴養分は可消化蛋白質は 21.35%.可消化脂肪は 3.66%.

i殴粉慣は 71.2196である。而して之が給興に首つては必歩一度煮て糊欣とな

し之を院 JJ旨乳又は湯に溶かして隈温に温め殊に生後 1- 3ヶ月聞は 1日に

4-5同に分県する椋にせねばならぬ。

7. 乳汁代用飼料を瞭牛育成 IC用ひる時は生後 8ヶ月迄に要する飼料費

は概算ではあるが時慣に見積って 97.55l~il である。之を標準育成法による飼
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料費に比較する時は 31.74回低廉である。故に乳汁代用飼料は頼牛育成に際

し生後 4-5ヶ月迄は共護育不足ではあるが.以後増飼育成を行ふ事によ

って充分裂育を同復せしめ得、且つ飼料費も安〈付くものである。本法を

質際に陸用ずる場合には本試験の場合よりか多少平く生後 3ヶ月を経て騎

牛の泊化器の健全なる護育を待って増飼育成を始める方が経柄上から見て

有利であらう。
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Resume. 

Studies 011 the Milk Substitutcs in 

Calf Feeding. 

IくENZOIGUCIlT， KENTARO MITAMUJ{A AND TOSJlIO KAMIYA. 

The m仙 orsslllrlied concerning to lhe mi1lζS山slitlllesin calf fcιling in Japan du巾 gpast 2 years at 

thc 2nd Farll1 of the JIokl日¥i<1oTmperial lJni¥-er，ity llsing eighteen heads of alm円ぉtone ¥¥'eeks o¥d l11a le 

gradc 1 [ols(ein friesirm calves :n each yeo.r. 

The mixed mlio of feed malerials in lhe experill1enl of the first ycar is as follo¥¥'s. 

--ー Calfmeal No. I 

下町:dingstu仇~I
2. 3. 4. 

Fish meal 3 3 

Pow<1ered soy bcan cake 20 20 20 20 

Blood 110ur 3 3 

Corn flour 30 30 30 30 

I'owdered linseed cake 16 16 16 16 

Powdered oats 2ラ 25 2ヲ 25 

CaC03 2 2 2 2 

NaCI 
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19.50 17.23 1804 15.76 

67.60 6523 63.74 61.42 

The experimcntal period is for 20 wecks after the beginning. There are 6 groups of calvcョincluding

one control and 5 experimentals. The control grollp is fed in the llSllal methods; whole milk till 3ラc1ays

after birth， and skimmed milk 10 80 days from 14 days after birth， and concentrales and soiling red clo¥'er 

from 21 days after birth are given. 

Grollps No. 2 and No. 3 are sett1ed under the following feeding schedule; whole nlilk till 21 days 

after l>irlh， skimmed ll1i1k lill 36 days from 8 days after birth， calf meal till 90 days台。m 10 days afler 

hirth， concentrates from 24 days after birth are given. 

The feedi昭 planof the group 4， 5 and 6 are just the same; whole milk for 28 days after hirth， calf 

meal No.2， 3 an(l 4 till 90 dαys from 10 dnys arter birth and concen(rates from 21 days after birlh cach 

are gl¥'en. 

Thc calf meal are cooked in group No. 2 and NO.3 hut other groups :lre used calf meal itself wilhout 

cooking. soiling red clover in e:lch group are taken出 lheywill clllring the experimcntal periocl exccpt 

grol1p No.3 being given hny instead of soiling red clover. 
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'fhere are take11 the rccords of weight and length of cnh'es every one weeks. Unfortllnately there are 

5 head:; of calves died during the cxperiment， one in grollp No.4， all 3 in grOllp 5 ancl one in grOllp 6. 

The average gains per head in each group at lhc encl 0[. tLe experiment are as follows. 

group No. 2. 3. 4. 5. A
u
 
r
 
a
 

A
U
 --

qdw t
 
s
 

• ζ
U
 

Body weight kg. 101.7 84.7 51.7 58.0 600 114.5 

I.ength of body cm. 35.3 30.7 21.7 24.3 25.8 36.7 

Around of chest.グ 42.5 382 24.2 27.8 255 42.3 

ITeight of withe日グ 22.6 18.7 11.1 140 14.0 23.3 

Depth of chest グ 16.1 12.9 8.8 9.9 9.1 

Breaclth of che:;t グ 9.8 8.3 8.2 7.6 7.0 11.6 

Brea<lth of hip '1 11.3 9.8 6ラ 7.5 7.ラ 11.6 

Breacllh of thigh グ 9.7 8.3 4.2 6.0 5.5 11.0 . 

'fhe above experimental results will be reclllce to the another form showing the growing percentages 

of each point in the experinle:lIal grollpS are basecl upo日 the.standard of the pllre Holstein Friesian male 

calves of univarsity Farlll. as 100. 

GrUllp No. 2. 3. 4. 5. ，d
 
vι a
 

-
G
 n
 
a
 
t
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• ro 

BOfly weigl，t kg. 90.6 77.5 45.2 50.7 524 100 

Lenglh of hυcly c巾. 96.2 83.7 59.1 66.2 一 70.3 100 

Arollnd of chest グ 1005 90.3 51.2 65.7 603 100 

Heightw of ithersρ 97.0 80.3 47.6 60.1 一 60.1 100 

Brea(llh of chest グ 84.5 71.6 60.7 65.5 60.3 100 

Breacllh of hip グ 97.4 74.5 55.0 64.7 一 64.7 100 

Breadth of thigh グ 88.2 75.5 38.2 54.5 500 100 

From ahove cxpc， imental reslllt the authors oll.1tined the folluwing facts It must be takc:】 carefull

management durl11g the cぇlfmeal feごdingespecial1y at the weaning periocl. Cuoked cnlf meal is helter 

than clry itself 011 the growth of cal、es，and mnong these grollps No.2 is best. 'fhe，eforc it is recognised 
that the skimmecl milk must be given in calf meal feecli11g at least 3 weeks afler one week of birth with 

whole milk. Jt was very poor on the growth of calves when only whole milk without skimmed milk for 

short periocl ill the calf meal f eeding are given. 

There are usecl 18 heacls of male grade Hobtein Friesian calve5 divicling 6 grollps inclllcling 3 in cJchin 

t he second year. 

Thc mixecl ratio of feecl materials are田 folIows.
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t二二こ二ご CalC，~e;;}~N(;-1

Fleding sluffョ----------------
2. 3. 4. 5. 6. 

Fish meal 3 3 

Powdered soy bean coke 20 30 35 20 30 35 

Corn flour 30 40 35 30 40 35 

Powdered linseed caJ.凶 16 20 17 16 20 17 

Pυwdered oats 25 7 10 

Red dog fiour 2ラ 7 10 

BJood flour 3 3 

CaC03 2 2 2 2 2 2 

NaCl 

Starch vall1e 
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Digestible protein 21.35 

The feedillg schedule of each group is jllst the same; name1y whole milk fur 21 days after birth， ski. 

mmed n.ilk till 30 days from 8 days after Lirth， calf meal lill 90 days from 10 days after hirlh， can印刷rates

from 22 days after birth are given. S円ilingred c10ver ¥5 given froll1 14 day5 afler hirlh as they wi11. 

Calf meal was cooked in each group. 

The experimcntal period is 20 weeks. The authors undertakell 10 deternline which group is 児5tin 

th ¥;; experiment amollg 6 kinds of calf meals. 

Tl，ere are taken the records of weight and lengt h of cal、ese、eryOlle weeks. The average gains 
per head in each grollp after 20 weeks .are as foJlows. 

Group No. 2. A
&
 

、、
q
J
 

5. A
u
 
r
 
a
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c
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Body weight kg. 66.7 70.7 66.7 68.7 8.7 78.0 114.5 

Lenglh of body. cm 230 29.8 24.3 25.7 26.0 27.3 36.7 

Around 01 chest " 30.3 300 29.7 310 28.7 31.4 42.3 

IIcight of wither云グ 18.2 19.7 15.7 160 15.8 17.8 23.3 

Depth of chest グ 13.2 13.8 13.5 13.3 12.0 13.3 

Bread th of chest グ 7.3 7.3 7.2 6.7 60 8.3 11.6 

Hreadth of hip グ 7.3 9.2 8.3 85 9.3 10.2 11.6 

Breadth of thiιhグ 5.8 6.7 6.5 6.3 6.7 7.7 11.0 

The above experimental resl1lts will be reduce to anolher form heing shown the growing percellta邑esof 

each points in the experimel1lal gronps I唱団dupon the standard of the pure Holslein Frie5ian calves in 

the University Farm as 100. 
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Group No. 2. 3. 4. 5. ，
d
 
r
 

円

ud
 
-a
 

I
 

F
3
 

ro 

llorly weight kg. 53.1 61.5 58.1 59.8 59.8 67.9 100 

I.ength of borl y cm. 62.7 81.2 66.2 700 70.8 74.4 100 

Around of chest " 71.6 70.9 70.2 73.3 67.9 749 100 

Height of wIlhersグ 7~.l 84.6 67.4 687 67.8 76.4 100 

Rreadlh of chest グ 62.9 62.9 62.1 57.8 51.7 71.6 100 

Dreadlh of hip " 629 7.93 716 73.3 80.2 87.9 100 

Brcadlh of thigh グ 527 60.9 ラ9.1 51.3 60.9 70.0 100 

The author.忌 conc1udedth~t the grou;:> No.6 is lhe best among a11. And it is very inleresling fact that 

thc 口lfmeal No.6 is not containing animal source at all such国自治 meaIand J...lood fIour. 

The growing percentage of each experill1ental group are pretty poor comparing with the standard 

growth of the UlIiveroity Farm at the 20 weeks old. But it is not di侃cultto recover these growth to the 

standard at lhe 8 months olJ hy incre1sing concentrates tilI 5 kg. daily for each calf afler 5 months oId. 

The anthor3 obtained lhe f，υllowing experil11entaI results for it. 

l 2V71tUM22lm;1忠清1立|ω ミE
Average daily gain 
kg. 

Experimental 122.3 

157.4 

218.8 

215.7 

965 

53.3 

0.97 

061 Standard 


